
今野 雄一  

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ 災害時における応援職員の受入れ体制について 

（２０分） 

令和８年７月２８日、熊本県で最大震度７を観測する地震が発生

し、深刻な被害が生じました。 

大規模災害が発生すると、自治体は避難所運営、被害調査、罹災

証明書の交付、被災者相談など、平時を大きく上回る業務が発生し

対応を求められますが、自治体職員自身が被災し、十分に参集でき

ない可能性もあります。その際、他の自治体から応援職員を受け入

れることになりますが、派遣元や人数が平時から全て確定している

わけではありません。本市が、どの業務に何人必要とするのかを事

前に整理し、速やかに応援を要請し、到着した職員を直ちに住民支

援へ配置できる体制が重要です。 

本市の人的受援体制について、以下お伺いいたします。 

  

（１）鶴ヶ島市受援計画の策定・改定年月、対象業務について 

（２）受援対象業務ごとの「必要人数」と「不足人数」の算定方法 

（３）応援職員の受け入れと、直ちに働ける環境の確保 

（４）本市の災害時相互応援協定について 

（５）受援訓練と計画の定期的な見直しについて 

 

 

２ ヒアリングフレイルの予防に向けた取組について 

（１５分） 

元気なうちから生活の改善や予防活動を実践し、介護を予防する

ことは重要です。本市でも、フレイル予防のポイントとして、運動

や食生活、人との交流などの取組が行われています。 

ヒアリングフレイルは、聞き取る機能の低下が引き金となって起

こる、心身の活力が衰えた状態を指します。難聴によってコミュニ

ケーションが困難になり、その結果、人との交流が減って社会的孤

立が深まります。これにより最終的に認知機能の低下や転倒リスク

を高め、要介護状態へ繋がりやすくなるとされています。令和６年

には、国の高齢社会対策大綱が改訂され「加齢による難聴等への対

応」の追加があり、各自治体でも対策が進んでいます。 
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豊島区では、令和３年度からヒアリングフレイル対策を開始し、

聞こえが認知症やフレイルに与える影響を周知することを目的

に、高齢者の聞こえに関する普及啓発や難聴の予防、リーフレッ

トの作成、配布を行っています。また、「みんなの聴脳力チェッ

クアプリ」を活用した、言葉の聞き取り状況を簡易的に把握でき

るスクリーニングを実施し、必要に応じて、医師会と連携して耳

鼻咽喉科を案内する取組も行っています。県内では、久喜市が同

様の取組を実施しており、富士見市や宮代町では、高齢者補聴器

購入補助とともに、難聴の早期発見の啓発も行っています。 

本市の、加齢性難聴の早期発見・早期対応の啓発、ヒアリング

フレイル予防の周知について、以下お伺いいたします。 

 

（１）高齢者補聴器購入費助成の利用状況について 

（２）本市の、高齢期の聴覚検査について 

（３）ヒアリングフレイルや加齢性難聴の周知・啓発について 

 

 

３ 生活道路における交通安全対策について （１０分） 

 

歩行者や自転車の安全確保のため、道路交通法施行令の改正に

より、令和８年９月１日から生活道路の法定速度が６０km/h から

３０km/hに引き下げられます。 生活道路は、歩道や自転車専用レ

ーンがない場所も多く、また、通学路や学校周辺の道路と重なる

部分も多いため、安全な運転が求められています。 

また、道路に小さな段差をつけるハンプや狭さく、カラー舗装

やスムーズ横断歩道など、物理的な安全対策を組み合わせた「ゾ

ーン３０プラス」を整備する地域もあり、速度規制と道路構造の

両面から安全性を高めるアプローチも行われています。 

本市において、通学路や学校周辺その他の注意が必要な生活道

路の安全対策について、以下お伺いいたします。 

 

（１）危険箇所の把握方法について 

（２）危険箇所の対策について 
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